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1983( 昭和 58) 年 9 月 1 日生まれ。早稲田大
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で 9 年間など IT の営業部門を歴任。2009 年
に杉並区荻窪に転入、2011 年に転勤で仙台へ。
その後札幌での勤務も経験し、2015 年に荻窪
に戻る。
2018年生まれの双子男児と妻との4人暮らし。
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松
本
：
学
童
ク
ラ
ブ
内
で
は
現
在
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
宿
題
な
ど
の
学
習
が
で
き
な
い
が
、保
護
者
が
在
宅

の
た
め
自
宅
に
帰
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
が
で
き
る
児

童
と
、保
護
者
が
在
宅
し
て
お
ら
ず
学
童
に
通
う
児
童

と
の
間
に
学
習
機
会
の
不
均
衡
が
発
生
す
る
の
は
問

題
で
あ
る
。い
つ
頃
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
内
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
利
用
が
可
能
に
な
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
：
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、宿
題
を
行
う

児
童
と
遊
ぶ
児
童
が
混
在
す
る
な
ど
、学
校
や
家
庭
と

は
大
き
く
異
な
る
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
使
用
ル
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
か
等
の

課
題
が
あ
る
。教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、他

自
治
体
の
取
組
も
参
考
に
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

松
本
：
次
回
の「
杉
並
区
学
童
ク
ラ
ブ
入
会
案
内
」に
お

い
て
、届
出
の
な
い
*民
間
学
童
ク
ラ
ブ
を
掲
載
し
、さ
ら

に
そ
の
後
ろ
に
広
告
枠
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。学
童
ク

ラ
ブ
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
組
に
か
か
る
区
の

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
に
、民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の
情
報

を
提
供
し
、さ
ら
に
は
削
減
が
見
込
め
る
コ
ス
ト
の一部

を
民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
助
成
と
し
て
充
て
、民
間
学

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
促
進
し
て
は
。見
解
を
伺
う
。

子
ど
も
家
庭
部
長
：
民
間
学
童
ク
ラ
ブ
は
放
課
後
等

の
預
か
り
時
間
を
利
用
し
て
学
習
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、職
員
厚

生
や
施
設
の
状
況
な
ど
運
営
の
詳
細
は
把
握
で
き
ず
、

運
営
に
疑
義
が
生
じ
て
も
立
ち
入
り
検
査
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、現
時
点
で
区
が
情
報
提

供
、広
告
掲
載
を
行
う
こ
と
や
、利
用
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
。一方
で
、放
課
後
等
の
児
童
を
預
か
る
場
と

し
て一定
の
利
用
が
あ
る
の
で
、届
出
を
促
す
こ
と
に

よ
り
、実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

HPVワクチンについて 
HPVワクチンで防げるがんの一つである子宮頸がんは、妊孕
性*に直結するという点で私にとって関心の高いがんであり、
HPVワクチン自治体議員連盟にも加盟しています。議連共同代
表で産婦人科医でもある富山県議会の種部恭子議員から、自
治体の対応として、有害事象に対する適切な受け止めと受入
れ、そしてワクチンを怖がらせないためのポジティブな情報発
信が重要であるとアドバイスをいただきました。HPVワクチン
薬害訴訟全国弁護団のホームページでは、協力医療機関を含
む医療機関で原告らが詐病扱いを受けている状況が明らか
にされています。こういった対応が起きないように提案したも
のです。WHOも2020年1月に「接種ストレス関連反応（ISRR）」
という概念を提唱し、このような反応を適切に捉えて対応する
ことを求めています。
*妊娠するための力のこと 

松
本
：
接
種
機
関
だ
け
で
な
く
、地
域
の
産
婦
人
科
や
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
、さ
ら
に
は
協
力
医
療
機
関
な
ど
総
合
病
院
と
連
携
し
、有
害
事
象
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、

区
の
見
解
は
。

保
健
所
長
：
区
や
都
、国
に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、副
反
応
に

対
す
る
診
療
協
力
医
療
機
関
が
都
内
に
4
ヶ
所
あ
る
。区
の
医
師
会
に

対
し
て
は
積
極
的
勧
奨
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、接
種
後
の
機
能
性
身

体
症
状
が
疑
わ
れ
る
患
者
が
受
診
し
た
場
合
に
、傾
聴
の
態
度
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
や
、自
分
が
主
治
医
と
し
て
診
療
す
る
の
か
、専
門
医
療
機

関
の
医
師
に
紹
介
す
る
か
検
討
す
る
な
ど
、適
切
な
対
応
を
取
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

松
本
：
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
性
の
乱
れ
に
つ
な
が
る
の
か
、科
学

的
な
見
地
か
ら
区
の
見
解
を
伺
う
。

保
健
所
長
：
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
性
活
動
の
低
年
齢
化
な
ど
に
影

響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を
示
す
非
接
種
者
の
親
が
約
20
％
い

る
と
の
報
告
も
あ
る
が
、複
数
の
海
外
の
文
献
で
は
、H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
性
活
動
の
低
年
齢
化
な
ど
に
影
響
し
な
い
と
い
の
結
論
に
な
っ
て
い

る
。日
本
で
同
種
の
研
究
は
確
認
で
き
な
い
が
、日
本
に
お
い
て
も
H
P
V

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
性
活
動
の
関
連
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Topic

新
た
な
移
動
手
段
の

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

Topic

Column

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
積
極
的

勧
奨
再
開
に
つ
い
て

Topic

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

松
本
：
区
民
に
広
く
開
か
れ
た
交
通
安
全
講
習
会
を

積
極
的
に
行
い
、受
講
者
に
対
す
る
認
証
等
を
行
う
な

ど
の
手
法
を
通
じ
て
多
く
の
自
転
車
利
用
者
に
交
通
安

全
講
習
会
の
受
講
を
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

土
木
担
当
部
長
：
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
、就
業
者
が
受
講
し
や
す
い
夜
間
に

開
催
し
て
き
た
。し
か
し
年
々
受
講
者
数
が
減
少
し
て

い
る
状
況
が
あ
り
、そ
れ
を
補
う
た
め
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
を
Ｙｏｕ
Tｕ
ｂｅ
で
配
信
す
る
な
ど
、誰
に
で
も

ル
ー
ル
が
習
得
で
き
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
。今
後

も
多
く
の
方
々
に
受
講
し
て
い

た
だ
け
る
機
会
や
内
容
を
研
究
す
る
。

松
本
：
自
転
車
通
行
専
用
帯
の
よ
う
に
面
と
し
て
区
道

の
路
面
上
に
色
を
塗
布
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
は
。

土
木
担
当
部
長
：
区
道
上
に
自
転
車
専
用
通
行
帯
を

設
置
す
る
こ
と
は
、一定
以
上
の
幅
員
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
、現
状
の
区
道
で
は
必
要
な
幅
員
を
確
保
で

き
な
い
路
線
が
殆
ど
。今
後
都
市
計
画
道
路
な
ど
広
幅

員
道
路
整
備
の
機
会
を
捉
え
、自
転
車
専
用
通
行
帯
の

設
置
を
進
め
て
い
く
。

松
本
：
区
道
に
お
け
る
自
転
車
の
交
通
安
全
の
取
組

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。現
在
の
交
通

環
境
や
課
題
に
即
し
た
新
た
な
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

土
木
担
当
部
長
：
来
年
度
策
定
予
定
の「
杉
並
区
自
転

車
活
用
推
進
計
画
」に
お
い
て
、今
後
の
自
転
車
走
行

空
間
の
整
備
形
態
や
路
線
、ま
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

普
及
啓
発
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

松
本
：
都
条
例
で
は
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
対
し
、努
力
義
務
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
課
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、区
の
見
解
は
。

土
木
担
当
部
長
：
指
摘
の
通
り
全
て
の
自
転
車
利
用
者
に

対
し
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

松
本
：
近
年
の
交
通
環
境
の
変
化
を
捉
え
た
区
独
自
の

交
通
安
全
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、区

の
見
解
は
。

土
木
担
当
部
長
：
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
は

一つ
の
自
治
体
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、広
域
的
な
視

点
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
、現
時
点
で
は
区
独
自
の

条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

松
本
：
区
職
員
の
通
勤
時
や
拠
点
間
移
動
に
自
転
車
を

利
用
す
る
際
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
し
て
は
と
考
え

る
が
、区
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長
：
本
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
貸
出
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、今
後
は
職
員

向
け
自
転
車
安
全
運
転
講
習
会
に
お
い
て
も
、器
具
利

用
の
啓
発
に
努
め
る
。

松
本
：
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
の

女
子
は
何
名
い
る
か
。個
別
通
知
と
接
種
体
制
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

保
健
所
長
：
平
成
9
年
度
か
ら
17
年
度
生
ま
れ
ま
で
の
女

子
が
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対
象
で
、杉
並
区
で
は

2
3
，9
9
4
人
い
る
。接
種
体
制
は
従
来
の
定
期
接
種
と

同
様
、各
医
療
機
関
に
お
け
る
個
別
接
種
を
考
え
て
い
る
。

個
別
通
知
は
追
っ
て
示
さ
れ
る
予
定
で
、明
ら
か
に
な
っ
た

際
に
は
速
や
か
に
適
切
に
対
応
す
る
。（
右
下
へ
続
く
）

子
ど
も
の
事
故
予
防
地
方
議
員
連
盟
の
活
動
を
通
じ
、東
京
都
内
は
都
条

例
に
よ
っ
て
大
人
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。私
の
頭
が
大
き
く
て
な
か
な
か
合
う
サ
イ
ズ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た（
涙
）が
、区
役
所
へ
の
通
勤
時
な
ど
に
着
用

し
て
い
ま
す
。自
転
車
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
7
割
が
頭
部
受
傷
で

あ
り
、交
通
死
亡
事
故
を
防
ぐ
上
で
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
は
重
要
で
す
。杉
並
区
と
し
て
一
層
の
啓
発
を
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
、

様
々
な
角
度
か
ら
提
案
し
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
11
月
12
日
、厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科

会 

副
反
応
検
討
部
会
で
、2
0
1
3
年
以
降
行
わ
れ
て
い
た
H
P
V
ワ
ク

チ
ン
の
積
極
的
接
種
勧
奨
差
し
控
え
を
終
了
す
る
、と
い
う
結
論
が
出
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、11
月
26
日
健
発
1
1
2
6
第
1
号
に「
改
め
て

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て
特
段
の
懸
念
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
、接
種
に
よ
る
有
効
性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に

上
回
る
と
認
め
ら
れ
た
」と
明
記
さ
れ
、平
成
25
年
通
知
を
廃
止
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。積
極
的
接
種
勧
奨
の
差
し
控
え
に
至
っ
た
理
由
の
一

つ
に
、2
0
1
3
年
3
月
に
な
さ
れ
た
、杉
並
の
女
子
中
学
生
に
副
反
応
が

発
生
し
て
い
る
と
い
う
報
道
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、杉
並
区
と
し
て
は

国
の
方
針
に
従
い
つ
つ
慎
重
に
対
応
す
る
意
向
で
す
。科
学
的
根
拠
に
基

づ
く
適
切
な
対
応
を
求
め
る
立
場
で
質
問
し
ま
し
た
。

杉
並
区
は
4
年
連
続
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
す
る
と
必
然
的
に
学
童
ク
ラ
ブ
の
需
要
が
高
ま
る
と
考
え

ら
れ
、実
際
に
令
和
3
年
度
当
初
2
3
3
名
の
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
ま
す
。今
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
に
あ
た
り
、民
間

学
童
ク
ラ
ブ
を
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
的
・
迅
速
に
学
童
待
機

ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
提
案
し
ま
し
た
。

*電
動
ア
シ
ス
ト
車
や
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
、新
た
な
交
通
手
段
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た

*

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て
の
届
出
。区
市
町
村
宛

に
事
業
開
始
届
の
他
、定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款
、運
営
規
則
、建
物
そ
の
他
の
設
備

の
図
面
、収
支
予
算
書
及
び
事
業
計
画
書
、主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴
並
び
に
職
務

の
内
容
を
記
載
し
た
名
簿
等
の
書
類
を
提
出
す
る

民間学童クラブの活用という考え方は理解され
たように感じますが、実態が把握できないので先
に進めないという状況がわかりました。実態の把
握を進め、民間事業者間での健全な競争によっ
て子どもの放課後の環境がより良いものになる
よう、引き続き取り組んでいきます！

小学校名 一年生(名) 対策
杉並第二 121 校舎改築に伴う仮設校舎で受け入れ拡大、新校舎完成の令和6年度さらに拡大
桃井第一 131 桃井第一小学校の敷地を活用して学童クラブ棟を整備
四宮 134 四宮森学童クラブの第二学童クラブとして今川北学童クラブを整備
荻窪 153 宮前北児童館の乳幼児室を育成室に転用し、宮前中学校の特別教室棟一階の一部を活用
高井戸 146 現在の施設内に校外育成室を残置し、増築にあわせ校内育成室を整備
浜田山 133 浜田山学童クラブの校内育成室・校外育成室を整備
天沼 146 天沼児童館の部屋の転用、上荻児童館の受入数の見直し
神泉和泉 167 和泉学園学童クラブの校外育成室を整備

動
画
の
タ
イ
ト
ル
が「
子
ど
も
た
ち
に
」と
な
っ
て
い
ま

す
が
、大
人
に
も
伝
え
る
べ
き
内
容
で
す
。

こ
こ
に
必
要
な
安
全
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
か
、チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
ま
す
！

●2021年4月に入学した一年生が多かった学校と、学童待機解消に向けた取組

20名以上の待機児童が
発生している学童クラブ
和泉学園学童クラブ
宮前北学童クラブ
井草学童クラブ
桃井学童クラブ
善福寺学童クラブ

H
P
V
が
性
行
為
を
通
じ
て
感
染
す
る
こ
と
か
ら
、保
守
的
な
グ
ル
ー
プ
が

「
性
の
乱
れ
」を
理
由
に
長
く
抵
抗
し
て
い
た
の
で
す
が
、区
が
明
確
に
否
定
し

て
く
れ
ま
し
た
。今
後
の
性
教
育
改
善
の
取
組
に
と
っ
て
大
き
な
答
弁
で
し
た
。

にんよう

（令和3年4月時点）
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一
般
質
問

委
員
会
質
疑

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

新
た
な
移
動
手
段
の

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
積
極
的

勧
奨
再
開
に
つ
い
て

保
健
福
祉
委
員
会（
2
月
18
日
）

報
告
に
対
す
る
質
疑

予
算
特
別
委
員
会

（
3
月
3
日
〜
15
日
）

災
害
対
策
・
防
犯
等

特
別
委
員
会（
2
月
25
日
）報
告

に
対
す
る
質
疑
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て
面
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面

中
面
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面
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中
面
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